
ご寄附のお願い

奈良女子大学

なでしこ基金

未
来
を
育
て
る

想
い
が
つ
な
ぐ

税制優遇について

◎個人からのご寄附の場合

◎法人等からのご寄附の場合
寄附金の金額を損金算入できます。

所得税および個人住民税（県民税・市町村民税）の優遇措置が受けられます。確定申
告時に、別途お送りする寄附金領収書を控除証明書としてご利用ください。
※一般基金へのご寄附は、確定申告時に所得税の優遇措置として「所得控除」が可能です。特定基金（修
学支援事業および研究等支援事業）の 2事業については、減税額が大きくなる「税額控除」も選択可
能です。

▶他にもいろいろなご支援の方法があります。
◇ 遺贈・相続財産によるご寄附
◇ 古本（リサイクル）募金 なでしこ基金

寄附者様への特典

お問合せ

ご芳名の掲載 お名前の公開に同意いただいた方のご芳名を本学ホームページに掲載いたします。

記念品の進呈 寄附額に応じた記念品を進呈いたします。

銘板の設置 国の重要文化財でもある本学記念館にご芳名を刻印した銘板を設置し、末永く顕彰させて
いただきます。

国立大学法人　奈良国立大学機構　

奈良女子大学 なでしこ基金事務室（総務課内）
〒630-8506 奈良市北魚屋東町
TEL：0742-20-3220 MAIL：somu02@jimu.nara-wu.ac.jp

5万円以上のご寄附

個 人

法　人

25万円以上のご寄附 100万円以上のご寄附 500万円以上のご寄附

あゆみ鹿ミニがま口
鹿ふきんセット

銘板：銅

銘板：銅

25万円以上のご寄附

大学名入り万年筆
ボールペンセット

なでしこ基金寄附者銘板

銘板：銀

銘板：銀

100万円以上のご寄附

本学百年史
大学名入り万年筆
ボールペンセット

銘板：金

銘板：金

sample



ご寄附される方の情報を記入してください。
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※
ご
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頼
人
・
通
信
欄

フリガナ

メールアドレス

ご
氏
名 寄

附
の
目
的本

学
と
の
関
係

ご
住
所

□ 卒業生（所属： ） （　　　年卒業）
□ 在学生・保護者（学生氏名： ） （　　　　学年）
□ 一般の方  □ 元・現教職員

□ 基金事業全般
□ 学生育英・宿舎整備事業
□ 文学部関連事業
□ 理学部関連事業
□ 生活環境学部関連事業
□ 工学部関連事業
□ 国際交流事業
□ 附属幼稚園・小学校支援事業
□ 女性活躍推進事業
□ 修学支援事業（税額控除対象）
□ 研究等支援事業（税額控除対象）
※いずれか１つに✓

ホームページへの掲載

記念品（個人１万円以上の場合）

銘板へのご芳名の掲載
（個人5万円、法人25万円以上の場合）

□氏名・金額を掲載する　□氏名のみ掲載する
□希望しない

□希望する　□希望しない

□希望する　□希望しない

〒　　　―　　　　

TEL（ ）　　　　―

0 0 9 8 0 2

1 6 5 9 1 9

国立大学法人
奈良国立大学機構
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各
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ご
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て
ご
記
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だ
さ
い
。

千 百 十 万 千 百 十 円
※

02

これより下部には何も記入しないでください。

加
入
者
名

日

附

印

※
千 百 十 万 千 百 十 円

この受領証は、大切に保管してください。

※
おなまえ

様

振替払込請求書兼受領証

口
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。
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さ
い
。

通常払込
料金加入
者 負 担

通常払込料金
加 入 者 負 担

口 座 記 号 番 号

日 附 印

ご依頼人欄に、おところ・おなまえをご記入ください。（承認番号 大第 62882 号）

払　 込　 取　 扱　 票

ご挨拶

一般基金

特定基金（税額控除対象）

1	 基金事業全般（奈良女子大学全体の活動への支援）
�学長賞の表彰、博士号取得支援事業、６年一貫プログラム導入に伴う検
定料・入学料の免除など、学生への様々な支援をはじめとした取組に活
用してまいります。

2	 学生育英・宿舎整備事業
�優秀な学生への奨学金の給付や、学生寄宿舎
の整備に活用してまいります。

3	 各学部関連事業
�文・理・生活環境・工の４学部における教育・
研究環境の整備等に活用してまいります。特
定の学部を指定可能です。

4	 国際交流事業
�留学生への支援や、海外大学との教育研究協
力、その他国際交流活動への支援に活用して
まいります。

5	 附属幼稚園・小学校支援事業
�附属学校園の老朽化した施設・設備等の更新などに活用してまいります。

6	 女性活躍推進事業
�ライフサポート等の女性研究者・教員への包括的支援や、「奈良女子大
学男女共同参画推進機構」の事業に活用してまいります。

WEBサイトからのご寄附�
（クレジットカード）
「なでしこ基金」HPから、クレジットカード
でご寄附いただけます。（個人の方のみ）

※�毎月、毎年と継続して一定額をご支援いただく
「継続寄附サービス」もご利用いただけます。

銀行振込・ATMからのご寄附�
※振込手数料をご負担いただきますことをご了承ください。

本学HPからダウンロードした寄附申込書をメールに添付し
て、奈良女子大学なでしこ基金事務室（somu02@jimu.nara-
wu.ac.jp）宛に送付してください。折り返し、振込先銀行口座
のご案内をお送りします。

※�本学指定の払込取扱票を使用せずATM、銀行振込でお振込みされ
ますと、寄附者様の特定が困難となるため、上記の寄附申込書を合
わせてお送りいただくよう、お願いいたします。

本紙添付の払込取扱票によるご寄附 ※振込手数料はかかりません。
下記をご参考に必要事項を記入し、ゆうちょ銀行の窓口または、郵便局の払込機能付きATMからお振込みください。

7	 修学支援事業
�授業料・入学料の免除や奨学金の支給など、経済的理由により修学が困
難な学生への支援に活用してまいります。

8	 研究等支援事業
�雇用面や生活面で不安定な環境に置かれている研究者（ポスドク等）や
学生への研究助成など、未来を担う若⼿研究者の支援に活用してまいり
ます。

1908年に奈良女子高等師範学校として創

立された本学は、1949 年に奈良女子大学、

2004年から国立大学法人奈良女子大学とな

り、2022年の奈良教育大学との法人統合を経

て、国立大学法人奈良国立大学機構奈良女子

大学として現在に至っております。そしてこの

間、女子高等教育の拠点として、常に社会を

リードする人材を育成し続けてきたと自負して

おります。

国立大学が法人化した2004 年度から10

年間、国立大学への運営費交付金は少しずつ

減少してきました。2014年度以降は横ばい状

態ですが、物価の上昇なども考えると、実質的

には目減り傾向が続いているのが実情です。ま

た少子高齢化により、日本における2040年の

18歳人口は、現在の8割程度まで減少し、財

政面からみて、かなりの大学で運営が困難に

なる可能性もあります。国立大学法人の主な

収入は運営費交付金、学費、各種補助金です

が、使途の自由度が高い第４の柱となる寄附

金は、大学にとっては大変有り難い収入です。

皆様からお寄せいただきました寄附金の使

途は、日本とは経済格差のある国からの留学

生への支援、経済的理由で大学院進学を躊躇

する学生への支援、その他の修学環境整備分

野への支援など、多岐にわたりますが、女子高

等教育の拠点としての奈良女子大学を、より

一層強化すべく使用させていただきたいと考

えています。

これまでの皆様のご厚志に改めまして感謝

いたしますとともに、今後ともご支援を賜りま

すようお願いいたします。

社会をリードする
人材を育成する
女子高等教育の拠点

奈良女子大学長 高田 将志

皆様からのご寄附は
以下のような事業に活用されます

募金の使途 ご寄附のお申込方法
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□ 卒業生（所属： ） （　　　年卒業）
□ 在学生・保護者（学生氏名： ） （　　　　学年）
□ 一般の方  □ 元・現教職員

□ 基金事業全般
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□ 女性活躍推進事業
□ 修学支援事業（税額控除対象）
□ 研究等支援事業（税額控除対象）
※いずれか１つに✓

ホームページへの掲載

記念品（個人１万円以上の場合）
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（個人5万円、法人25万円以上の場合）

□氏名・金額を掲載する　□氏名のみ掲載する
□希望しない

□希望する　□希望しない

□希望する　□希望しない
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ご
依
頼
人
様
に
お
い
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

千 百 十 万 千 百 十 円
※

02

これより下部には何も記入しないでください。

加
入
者
名

日

附

印

※
千 百 十 万 千 百 十 円

この受領証は、大切に保管してください。

※
おなまえ

様

振替払込請求書兼受領証

口
座
記
号
番
号
加
入
者
名

金
額

料
金

備
考

ご
依
頼
人

記
載
事
項
を
訂
正
し
た
場
合
は
、そ
の
箇
所
に
訂
正
印
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

切
り
取
ら
な
い
で
お
出
し
く
だ
さ
い
。

通常払込
料金加入
者 負 担

通常払込料金
加 入 者 負 担

口 座 記 号 番 号

日 附 印

ご依頼人欄に、おところ・おなまえをご記入ください。（承認番号 大第 62882 号）

払  込  取  扱　 票

3 □に  点を付けてください。（ 点の付記が
ない場合は掲載や記念品の送付を控えさせ
ていただきます。）

3

1

1

2

ご意向に沿って、寄附目的欄の□のいずれか
1つに  点を付けてください。（ 点の付記
がない場合は基金事業全般へのご寄附とさ
せていただきます。）

2

sample


